
建
設
国
保
育
成
・
強
化
の
た
め

中
央
総
決
起
大
会

建
設
国
保
の
予
算
確
保
に
向

け
て
七
月
七
日
、
全
建
総
連
中

央
総
決
起
大
会
が
東
京
・
日
比

谷
公
園
大
音
楽
堂
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
建
設
長
崎
か
ら
も

相
川
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
代

表
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、「
今
す
ぐ
！
仕
事

を
！
」「
守
る
ぞ
！
建
設
国
保
」

と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
参

加
者
全
員
で
掲
げ
、
仕
事
の
確

保
と
暮
ら
し
の
安
定
、
建
設
国

保
組
合
の
安
定
運
営
の
確
保
を

訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
の
開
催
と
同
時

に
全
国
の
仲
間
の
代
表
六
十
一

名
で
構
成
さ
れ
た
交
渉
団
は
厚

生
労
働
省
に
対
す
る
要
請
行
動

を
行
い
、「
一
、
国
民
医
療
へ

の
公
費
助
成
の
拡
充

二
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止

三
、
建
設
国
保
の
育
成
・
強
化

四
、
国
保
組
合
に
対
す
る
国
庫

補
助
の
必
要
額
の
確
保
」
を
主

と
す
る
要
請
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は

「
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
に
関
し

て
、
仕
事
が
本
当
に
な
い
現
況

で
補
助
金
を
削
減
さ
れ
て
は
困

る
」「
無
駄
遣
い
を
排
除
す
る

為
の
事
業
仕
分
け
で
国
保
組
合

を
取
り
上
げ
る
の
は
お
か
し
い
、

医
療
費
が
無
駄
だ
と
い
う
の

か
」
な
ど
予
定
時
間
を
越
え
る

ほ
ど
様
々
な
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

国
民
医
療
の
拡
充
と
建
設
国
保

組
合
の
育
成
・
強
化
を
求
め
る
要
請
書

１
、
国
民
医
療
へ
の
公
費
助
成

を
拡
充
す
る
こ
と
。
平
成
二

十
五
年
廃
止

２
、
医
療
保
険
の
見
直
し
に
当

た
っ
て
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
を
廃
止
し
、
保
険
者

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
組
合

方
式
に
よ
る
保
険
者
機
能
の

充
実
を
適
正
に
評
価
し
た
も

の
と
す
る
こ
と
。

３
、
医
療
保
険
制
度
は
被
用
者

保
険
と
国
民
健
康
保
険
と
す

る
こ
と
。
国
民
健
康
保
険
の

管
理
・
運
営
の
主
体
は
、
公

営
国
保
と
国
保
組
合
と
し
、

建
設
国
保
を
育
成
・
強
化
す

る
こ
と
。

４
、
国
保
組
合
の
国
庫
補
助
は

必
要
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

�
定
率
補
助
、
普
通
調
整
補
助

に
つ
い
て
は
、
現
行
通
り
の

補
助
率
を
維
持
す
る
こ
と
。

�
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）

年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
お

い
て
、
国
保
組
合
に
対
す
る

特
別
助
成
は
必
要
額
を
確
保

す
る
こ
と
。

�
特
別
調
整
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
現
行
通
り
二
二

九
・
五
億
円
を
確
保
す
る

こ
と
。

�
特
別
対
策
費
補
助
金
に
つ

い
て
、
国
保
組
合
の
保
険

者
機
能
を
発
揮
す
る
た
め

に
、
医
療
費
適
正
化
・
適

用
の
適
正
化
分
に
つ
い
て

現
行
水
準
の
補
助
を
確
保

し
、
特
定
健
診
・
保
健
指

導
の
体
制
整
備
分
に
つ
い

て
、
増
額
す
る
こ
と
。

�
国
保
組
合
が
行
っ
た
が
ん

検
診
に
対
し
て
、
自
治
体

検
診
並
み
の
補
助
を
行
う

こ
と
。

�
高
額
医
療
費
共
同
事
業
へ
の

補
助
金
を
増
額
す
る
こ
と
。

�
少
子
化
対
策
と
し
て
出
産
育

児
一
時
金
、
同
補
助
金
を
増

額
す
る
こ
と
。

�
事
務
費
負
担
金
は
、
一
般
財

源
に
よ
る
手
当
が
な
い
こ
と

を
十
分
に
考
慮
し
、
増
額
す

る
こ
と
。

	
特
定
健
診
・
保
健
指
導
へ
の

補
助
単
価
を
引
上
げ
る
こ
と
。

組
合
で
は
、
長
建
国
保
の
運

営
に
欠
か
せ
な
い
平
成
二
十
三

年
度
国
保
助
成
金
（
補
助
金
）

の
満
額
確
保
に
向
け
、
組
合

員
・
家
族
の
皆
様
に
ハ
ガ
キ
要

請
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

所
、
一
万
六
千
八
百
四
通
の
要

請
ハ
ガ
キ
を
集
約
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
特
に
大
村
、
佐
世

保
北
、
北
松
、
平
戸
の
四
支
部

が
組
織
の
二
・
五
倍
と
い
う
目

標
を
達
成
し
、
取
り
組
み
に
対

す
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
組
合
員
と
家

族
の
声
を
直
接
伝
え
る
運
動
で

す
。
組
合
は
山
の
よ
う
に
届
い

た
ハ
ガ
キ
を
全
て
点
検
し
、
厚

生
労
働
省
へ
全
通
投
函
し
ま
し

た
。今

回
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に

ご
協
力
頂
い
た
組
合
員
・
ご
家

族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

平成２３年度予算の概算要求に向けたハガキ要請

1111111111111111111111111111111111111111111111111166666666666666666666666666666666666666666666666666,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,888888888888888888888888888888888888888888888888880000000000000000000000000000000000000000000000000044444444444444444444444444444444444444444444444444 通
ご協力ありがとうございました。

第第２２２２回回 参参議議院院議議員員選選挙挙
ご支援ありがとうございました

第
二
十
二
回
参
議
院
選
挙
が
七
月
十
一
日

投
開
票
さ
れ
、
選
挙
区
で
は
犬
塚
直
史
（
民

主
党
）
が
金
子
前
知
事
に
及
び
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
比
例
区
で
は
吉
田
た
だ
と
も
（
社
民

党
）
が
、
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
当
選
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

組
合
員
、
家
族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

July
No.541
２０１０年７月１５日

１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

印刷●�昭和堂 TEL 095‐821‐1234

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町１７番５８号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●北村政和 編集人●田上一郎

熱中症に注意�
予防のためにこまめな水分塩
分の補給を心がけ休憩を十分
に取りましょう。

7・6
東京
日比谷公園

ハガキ要請行動集計表

集約枚数

９０８

６１１

９６９

９７９

１，５２４

６６０

１，２９６

１，３９１

１，１２８

９０８

１，６７４

１，５１０

１，５７０

９２０

６３６

１２０

１６，８０４

支部名

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐世保東

佐世保北

北 松

平 戸

書 記 局

合 計

吉
田
た
だ
と
も
参
議
院

比
例
当
選
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建設国保守れ・予算要求

毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）７月１５日発行建 設 長 崎第５４１号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）１




青
年
部
大
会
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六
月
二
十
二
日
�
時
津
町
北

部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

て
、
青
研
部
よ
り
通
算
し
て
三

十
四
回
目
と
な
る
青
年
部
大
会

が
、
青
年
層
組
合
員
、
本
部
支

部
役
員
、
合
わ
せ
て
一
〇
六
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

砂
川
副
部
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
建
設
長
崎
職
人
太

鼓
の
力
強
い
演
奏
が
披
露
さ
れ

大
会
は
幕
を
開
け
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
佐
世
保
中
央
支

部
の
大
島
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、

青
年
部
を
代
表
し
て
北
村
部
長

が
、
本
部
を
代
表
し
て
相
川
執

行
委
員
長
が
、
そ
し
て
来
賓
を

代
表
し
て
金
子
顧
問
が
そ
れ
ぞ

れ
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り

平
成
二
十
一
年
度
の
活
動
経
過

報
告
・
平
成
二
十
二
年
度
の
活

動
方
針
案
に
つ
い
て
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
中
で
は
、
青
年

技
能
競
技
大
会
の
会
場
に
つ
い

て
の
質
問
な
ど
、
い
く
つ
か
の

質
問
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
青
年
部
三
役
に
つ

い
て
は
、
事
務
局
長
の
本
田
勇

さ
ん
、
副
部
長
の
砂
川
健
二
郎

さ
ん
、
木
之
田
亮
二
さ
ん
が
勇

退
さ
れ
、
新
役
員
と
し
て
、

青
年
部
長

北
村

亮
樹
（
北
松
支
部
）

事
務
局
長

村
上

昌
也
（
諫
早
支
部
）

副
部
長

山
下

洋
二
（
市
南
支
部
）

植
田

秀
之
（
西
彼
支
部
）

以
上
の
方
々
が
選
出
・
承
認

を
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
北
村
部
長
が
、「
四

人
の
三
役
の
う
ち
三
人
が
新
た

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
本
日
決

定
さ
れ
た
方
針
を
基
に
、
三

役
・
幹
事
が
中
心
と
な
っ
て

様
々
な
活
動
に
取
り
組
み
、
青

年
部
、
そ
し
て
建
設
長
崎
を
発

展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

と
力
強
い
決
意
を
述
べ
団
結
が

ん
ば
ろ
う
を
三
唱
し
閉
会
し
ま

し
た
。

（
古
井
）

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
梅
雨

入
り
し
た
と
思
っ
た
ら
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
集
中
豪
雨
が
荒
れ

狂
っ
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
県
の

皆
さ
ん
、
そ
し
て
東
京
は
板
橋

の
皆
さ
ん
、
全
国
で
被
害
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
へ
心
よ

り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
台
風
が
今
年

は
一
号
し
か
発
生
し
て
い
な
い

こ
と
、
さ
ら
に
日
本
を
取
り
巻

く
地
球
規
模
の
地
域
で
、
超
高

温
と
な
る
都
市
が
続
出
し
、
連

日
、
気
温
四
十
度
を
越
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
長
崎
よ
り
も
は

る
か
北
部
に
位
置
す
る
北
京
で

も
、
四
十
度
前
後
の
気
温
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
の
温

暖
化
は
、
確
実
に
進
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。

早
急
な
対
策
を
い
ま
打
た
な

い
と
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い

状
況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
回
、
世
界
遺
産
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
長
崎
県
世
界

遺
産
登
録
推
進
会
議
よ
り
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま

す
と
、
世
界
遺
産
の
構
成
資
産

の
現
状
と
課
題
を
確
認
し
、

県
・
市
町
が
協
力
し
て
課
題
解

決
を
図
る
こ
と
、
今
後
の
行
動

と
計
画
を
住
民
と
協
力
し
て
作

り
上
げ
る
た
め
に
は
、
登
録
目

標
年
度
を
定
め
た
方
が
い
い
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
ま
た
、

推
薦
書
作
成
の
完
了
目
標
年
度

の
設
定
も
定
め
た
方
が
い
い
と

さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
結
果
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。目

標
と
し
て
は
、
登
録
の
た

め
に
必
要
な
作
業
を
平
成
二
十

三
年
度
中
に
大
方
完
成
さ
せ
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
に
国
の
文

化
審
議
会
の
了
承
を
い
た
だ
く
。

平
成
二
十
六
年
の
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
委
員
会
で
審
議
・
登

録
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。
と

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、

世
界
遺
産
特

別
委
員
会
で

は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
資
産
の

「
顕
著
な
普

遍
的
価
値
」

及
び
「
評
価

基
準
へ
の
適

合
」
問
題
に
つ
い
て
、
側
面
よ

り
検
討
し
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
資
産
候
補
の
保
護
措
置
に

つ
い
て
課
題
の
解
決
に
向
け
て

協
議
し
て
き
ま
し
た
。
い
よ
い

よ
目
標
と
す
る
日
程
が
決
め
ら

れ
、
そ
れ
に
向
け
て
取
り
組
み

が
強
化
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

冷
え
込
ん
だ
長
崎
県
の
経
済

を
少
し
で
も
浮
揚
さ
せ
る
た
め

に
は
、
着
実
な
歩
み
と
、
予
定

さ
れ
た
道
筋
に
よ
る
本
登
録
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
支
援
態
勢
を
取
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

七
月
五
日
�
セ
ン
ト
ヒ
ル
長

崎
に
於
い
て
本
部
主
婦
会
総
会

が
、
主
婦
会
員
、
本
部
役
員
書

記
局
含
め
、
百
十
名
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
金
子
副
会
長
の
、

開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、
議
長
に
、

川
原
さ
ん
（
中
央
支
部
）
森
村

さ
ん
（
北
松
支
部
）
を
選
出
後
、

相
川
執
行
委
員
長
、
荒
木
会
長

の
挨
拶
を
頂
き
、
馬
場
副
会
長

の
、
活
動
経
過
報
告
の
後
、
岡

崎
副
会
長
よ
り
活
動
方
針
案
が

提
案
さ
れ
、
全
員
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
の
役
員
に
つ

い
て
は
、
永
年
本
部
主
婦
会
に
、

御
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
、
荒
木

会
長
が
勇
退
さ
れ
、
新
に
、
会

長
に
、
岡
崎
ア
イ
子
（
西
彼
支

部
）副
会
長
に
、
渡
辺
克
子（
大

村
支
部
）
事
務
局
長
に
、
馬
場

ヒ
ロ
子
（
中
央
支
部
）
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
荒
木
惠
子

さ
ん
に
は
、
永
年
の
功
績
を
称

え
、
委
員
長
よ
り
、
花
束
と
記

念
品
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

荒
木
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

が
、
緊
張
感
へ
と
つ
な
が
り
、

惜
し
む
涙
あ
り
、
笑
い
あ
り
、

主
婦
会
ら
し
く
、
午
前
の
部
は
、

新
副
会
長
渡
辺
さ
ん
の
閉
会
で

終
了
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
金
子
県
議
の
、

県
政
報
告
も
交
え
な
が
ら
、
私

達
の
身
近
に
、
繋
が
る
消
費
税

に
つ
い
て
話
さ
れ
、
そ
の
後
、

北
村
副
委
員
長
に
よ
る
、
共
済

制
度
の
改
正
さ
れ
た
、
部
分
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
皆
さ
ん

生
活
に
密
接
し
て
い
る
の
で
真

剣
に
聞
か
れ
、
活
発
な
意
見
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

健
康
で
あ
り
た

い
と
願
い
つ
つ
、

和
や
か
な
中
に

も
、
時
間
は
流

れ
、
岡
崎
会
長

の
、
ガ
ン
バ
ロ

ウ
三
唱
で
終
了

し
ま
し
た
。

（
井
手
）

県
議
会
だ
よ
り

３４

主主婦婦会会
総総会会

スケジュール

博多港にて集合、受付。
９時乗船開始。豪華客船・飛鳥�のクルージング
博多港出港。出港後、ブュッフェスタイルのランチ
●丸山和也弁護士講演会（１４時より）
●ご夕食は洋食のコースメニュー
●船内イベント：「飛鳥�」オリジナルプロダクション
イベント・ショーなどをお楽しみいただきます。

● ビュッフェスタイルの夜食 もご用意。〈船中泊〉

●ご朝食は 和食のセットメニュー か 洋食バイキング
金沢港入港。自由行動。

オプショナルツアー（事前予約・有料）
Ａ．能登コース（和倉・能登金剛他）
Ｂ．金沢コース（兼六園・那谷寺）
Ｃ．永平寺コース（永平寺・東尋坊）
Ｄ．白川郷コース（白川郷他）
Ｅ．小型タクシー観光３時間コース
Ｆ．小型タクシー観光６時間コース

金沢港出港。
●ご夕食は船内にて。
● ショー や ダンス
● ビュッフェスタイルの夜食 もご用意。〈船中泊〉

●ご朝食は 和食のセットメニュー か 洋食バイキング
●昼食はビュッフェスタイルのランチとなります。
● 船内イベントプラン
（ウォークァマイル、シアター・ビンゴ大会 他）
博多港入港。お疲れ様でした、

■催行保証（添乗員同行／満員になり次第締切ます。）
■食事条件：（船内滞在中時）朝食２回・昼食３回・夕食２回 ■ご旅行日程表は８日前頃お渡しいたします。
※博多港は中央埠頭もしくは、箱崎埠頭のいずれかとなります。

旅行代金
お一人様 ご旅行代金（おとな・こども同額）

３名１室
設定なし
設定なし
設定なし
設定なし
２３０，０００円
２５５，０００円

※丸山和也氏の講演会は国会開催等により中止となる場合があります。
その場合、おひとり様１，０００円を旅行代金より返金いたします。

近畿日本ツーリスト九州長崎支店０９５‐８２４‐１９１０担当：堀

１名１室
１６６，０００円
１７７，５００円
２０３，５００円
２１２，５００円
４１０，０００円
４５８，０００円

２名１室
１３０，０００円
１３８，０００円
１５８，０００円
１６５，０００円
２６０，０００円
２９０，０００円

客室タイプ

ステート
ステート
バルコニー
バルコニー
スイート
アスカスイート

予定時刻

０８：３０集合

１０：００発

０９：００着

１７：００発

１６：００着

滞在地

博多港

金沢港

金沢港

博多港

日程

１０／３１
■日

１１／１
■月

１１／２
■火

Ｋ
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ａ

荒木会長が勇退。岡崎新会長へ

豪華客船 飛鳥�クルーズ
古都・加賀の情緒と「雅」を味わう

北陸・金沢３日間の旅
建設長崎と言って
申し込めば

お１人１万円引

荒木前会長へ花束を贈呈

議長の大島和敏さん

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５４１号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）７月１５日発行
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検査料金
（自己負担）

２，０００円

２，５００円

１，３００円

３，３００円

２，０００円

選択検査項目（有料）

前立腺がん検査

胃がん検査（ペプシノーゲン）

大腸がん検査

肝炎検査

子宮頚がん検査（自己採取法）

胸部Ⅹ線検査＋

AST（GOT）、ALT（GPT）、
γ-GT（γ-GTP）

空腹時血糖（ヘモグロビン Alc）、
尿糖

尿蛋白

肝機能

代謝系

尿

問診、計測、理学的所見、血圧

中性脂肪、HDLコレステロール、
LDLコレステロール

診 察

脂 質

�����������

下記の実施できる
医療機関より受診
先を選ぶ�

選んだ医療機関に、直接電話予
約を行う。�
予約の際には「長建国保の特定
健診に胸部レントゲンを加えた検
査を…」と一言添えてください。�

受診日当日�
○特定健康審査受診券�
○保険証�
○質問票（記入しておく）�
忘れずに医療機関窓口へお持
ちください。�

０９５‐８４６‐１８８８
０９５‐８７１‐１５１５
０９５‐８２１‐１３６７
０９５‐８５７‐３０００
０９５‐８５６‐１１１２
０９５‐８６１‐１４７７
０９５‐８２２‐３２５１
０９５‐８６１‐１１１１
０９５‐８２１‐１２１４
０９５‐８４１‐９６１２
０９５‐８４８‐９１７１
０９５‐８７９‐０７０５
０９５６‐４９‐３３７７
０９５７‐２７‐２１２７
０９５７‐５２‐２１６１
０９５０‐２８‐１１１３
０９５‐８２２‐３１５１

長崎市小峰町
長崎市深堀町
長崎市大浦町
長崎市滑石
長崎市虹が丘町
長崎市富士見町
長崎市新地町
長崎市淵町
長崎市籠町
長崎市茂里町
長崎市花丘町
長崎市上戸町
佐世保市田原町
諫早市多良見町
大村市古賀島町
平戸市草積町
長崎市油屋町

聖フランシスコ病院
長崎記念病院
大浦診療所
長崎北徳州会病院
虹が丘病院
さとう内科医院
長崎市立市民病院
長崎市立病院成人病センター
十善会病院
長崎原爆病院
花丘診療所
上戸町病院
久保内科病院
長崎原爆諫早病院
市立大村市民病院
平戸市民病院
ながさき内科リウマチ科病院

●
特
定
検
診
は
４０
歳
か
ら

加
入
一
年
未
満
は
対
象
外

特
定
健
診
の
対
象
者
の
方
に

は
、
長
建
国
保
よ
り
「
特
定
健

康
診
査
受
診
券
」
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
医
療
機
関
で
は
、

受
診
の
際
に
受
診
券
、
保
険
証
、

質
問
票
を
窓
口
に
て
確
認
の
上
、

健
診
を
実
施
し
ま
す
。

特
定
健
診
の
対
象
外
の
方
で
、

医
療
機
関
に
お
い
て
健
診
等
を

受
診
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
健

診
費
用
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

受
診
券
利
用
は
年
一
回
の
み

特
定
健
診
の
対
象
者
は
、
受

診
券
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
一

回
の
み
無
料
で
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
但
し
、
同
一
年

度
内
に
複
数
回
受
診
を
ご
希
望

の
場
合
は
二
回
目
以
降
の
受
診

費
用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
の
で
充
分
ご
注
意
下
さ
い
。

●
巡
回
型
特
定
検
診
の
開
催

長
建
国
保
の
特
定
健
診
に
つ

き
ま
し
て
は
、
別
途
お
送
り
し

て
ま
す
受
診
案
内
の
「
特
定
健

診
実
施
機
関
一
覧
表
」
掲
載
の

医
療
機
関
で
「
受
診
券
」
に
よ

り
受
診
で
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
、
平
日
に
は

中
々
健
診
に
行
け
な
い
方
々
に

も
受
診
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日

曜
日
健
診
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用

下
さ
い
。

今
年
度
は
諫
早
・
佐
世
保
地
区

今
回
の
健
康
診
断
は
、
加
入

者
皆
様
の
健
康
意
識
を
よ
り
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
健

診
受
診
率
の
向
上
を
図
る
観
点

か
ら
試
験
的
に
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
め
、
諫
早
並
び
に
佐

世
保
地
区
の
み
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

来
年
度
以
降
は
、
今
回
の
実

施
状
況
や
皆
様
の
ご
意
見
ご
要

望
等
を
踏
ま
え
、
他
の
地
区
で

の
開
催
も
含
め
て
実
施
を
検
討

す
る
予
定
で
す
の
で
ご
了
承
下

さ
い
。

■
受
診
対
象
者

四
十
〜
七
十
四
歳
の
長
建
国
保

加
入
者
で
、
当
組
合
よ
り
「
特

定
健
康
診
査
受
診
券
」
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
。

※
特
定
検
診
の
規
定
上
、
四
十

歳
未
満
の
方
、
長
建
国
保
加
入

期
間
が
一
年
未
満
の
方
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

※
健
診
日
当
日
ま
で
に
七
十
五

歳
に
な
ら
れ
る
方
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。
受
診
券
記
載
の
「
有

効
期
限
」
を
ご
確
認
下
さ
い
。

■
基
本
検
査
項
目
（
無
料
）

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
医
師

問
診
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

（
直
接
）、
尿
検
査
、
血
液
検

査
、
脂
質
検
査
、
肝
機
能
検
査
、

血
糖
検
査
、
痛
風
検
査
、
貧
血

検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底
検

査■
選
択
検
査
項
目
（
有
料
）

「
基
本
検
査
項
目
」
は
無
料
で

受
診
で
き
ま
す
が
、
選
択
検
査

項
目
を
受
診
す
る
場
合
は
そ
の

検
査
料
金
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

受
診
ご
希
望
の
方
は
、
各
検

査
料
金
を
ご
確
認
の
上
、
健
診

日
当
日
に
健
診
機
関
係
員
に
現

金
に
て
お
支
払
い
下
さ
い
。

※
注
意
：
こ
の
選
択
検
査
項
目

は
、
十
月
三
十
一
日
・
十
一
月

七
日
開
催
の
健
康
診
断
会
場
内

に
て
実
施
す
る
有
料
検
査
項
目

で
す
。

■
健
診
当
日
に
必
要
な
も
の

�
特
定
健
康
診
査
受
診
券

�

保
険
証

�
質
問
票

�
実
費

（
選
択
検
査
を
受
診
さ
れ
る
場

合
）

※
申
込
後
、
健
診
機
関
（
ヘ
ル

ス
ポ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
よ
り

詳
し
い
案
内
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
必
ず
ご
確
認
下
さ
い
。

■
申
込
方
法

受
診
ご
希
望
の
方
は
、
所
属

支
部
に
て
所
定
の
「
健
康
診
断

申
込
書
」
に
必
要
事
項
ご
記
入

の
上
、
お
申
込
下
さ
い
。
ま
た

長
建
国
保
事
務
局
で
も
お
申
込

で
き
ま
す
。

■
申
込
締
切
日

平
成
二
十
二

年
九
月
三
十
日
迄

１．事業の目的について
特定健康診査では、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の有病者・予備軍

を抽出するための検査が項目として定められています。組合では、それ以外の独自の検
査項目として特定健康診査時に「胸部Ⅹ線検査」を行なう「組合特別健診」を実施いた
します。

２．健診の内容について

３．受診対象者について
長建国保の被保険者（組合員及び家族）で、４０歳～７４歳の方です。
（対象者には“特定健康診査受診券”を送付しています。）

４．受診料の個人負担額について
受診料の個人負担額は０円

５．受診方法

６．受診できる医療機関
※ 注意事項
� 受診日当日、受診券又は保険証のいずれかを忘れてし
まうと特定健康診査を受けることは出来ません。

� 受診券受領後に、長建国保の資格を喪失すると長建国
保の受診券では特定健康診査を受けることが出来ませ
んので、資格喪失手続きの際に支部の方で受診券を回
収して下さい。

７．申込受付期間
申込受付期間は平成２３年度１月末日ま

でを予定しております。

長
建
国
保
で
は
、
組
合
規

約
に
基
づ
い
た
組
合
員
資
格

（
職
種
）
の
調
査
・
点
検
の

強
化
を
図
り
、
適
正
な
資
格

の
適
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
新
規
加
入
時
な
ど
、

加
入
希
望
者
本
人
と
の
面

談
・
調
査
（
加
入
事
前
調
査

票
）、
職
種
が
確
認
で
き
る

書
類
の
提
出
を
求
め
る
な
ど
、

加
入
資
格
の
有
無
に
つ
い
て

は
徹
底
し
た
調
査
・
点
検
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
組

合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

加
入
事
前
調
査
の
実
施

加
入
希
望
者
と
の
初
回
面

談
時
（
加
入
申
込
書
作
成

前
）
に
、「
加
入
事
前
調
査

票
」
に
よ
り
加
入
希
望
者
の

職
種
と
就
労
形
態
等
を
調
査

し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
組
合

員
資
格
を
有
す
る
者
と
判
断

さ
れ
る
場
合
の
み
、
加
入
申

込
書
類
の
配
布
と
必
要
書
類

の
ご
案
内
等
を
行
い
ま
す
。

加
入
に
必
要
な
書
類

＝

職
種
確
認
の
徹
底＝

所
定
の
加
入
申
込
書
類
一

式
を
提
出
い
た
だ
き
、
加
入

審
査
決
定
後
に
保
険
証
を
交

付
い
た
し
ま
す
。
加
入
に
必

要
な
書
類
等
に
不
備
が
あ
る

場
合
は
申
請
保
留
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
組

合
加
入
の
ご
相
談
は
組
合
各

支
部
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
新
規
加
入
に
必
要
な
書
類

�
被
保
険
者
資
格
取
得
届

�
加
入
申
込
書

�
住
民
票
謄
本

（
在
留
期
間
一
年
以
上
の
外

国
人
の
場
合
は
登
録
済
原
票

記
載
事
項
証
明
、
又
は
外
国

人
登
録
済
証
明
書
の
写
し
）

�
念
書

�
現
在
の
健
康
保
険
証
の
写

し	
郵
便
局
口
座
届
兼
同
意
書



就
労
証
明
書
（
事
業
主
の

場
合
は
就
業
証
明
書
）

�
健
康
保
険
被
保
険
者
適
用

除
外
承
認
申
込
書
（
法
人
の

場
合
）

�
職
種
が
確
認
で
き
る
書
類

（
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類
）

▼
労
災
加
入
証
、
又
は
建
設

関
係
の
免
許
資
格
証
（
建

築
・
土
木
等
施
工
管
理
技

士
、
建
築
士
、
技
能
士
、

各
作
業
主
任
者
等
の
技
能

講
習
修
了
証
な
ど
）

▼
得
意
先
へ
の
発
注
書
、
請

負
契
約
書
、
請
求
書
又
は

領
収
書

▼
建
設
業
法
に
定
め
る
許
可

業
種
の
許
可
証
明

▼
名
刺

�
健
康
診
断
書
（
加
入
希
望

者
が
五
十
六
歳
以
上
の
該
当

者
の
み
）



扶
養
家
族
が
あ
る
場
合
は

別
途
定
め
る
必
要
書
類
（
民

生
委
員
の
確
認
書
な
ど
）

長
建
国
保
だ
よ
り

■健診日時・会場

１０月３１日�
午前９時～午後１時
諫早文化会館

１１月７日�
午前９時～午後１時
佐世保市民会館

※申込多数の場合、時刻が変更される場合が
あります。

諫 早
地 区

佐世保
地 区

特定健診の
受診条件

４０
歳
以
上
の
方
で
、
長
建
国
保
に
１
年
以
上
連
続
し

て
加
入
し
て
い
る
方

※

特
定
健
診
の
規
定
上
、
４０
歳
未
満
の
方
、
並
び
に
４０
歳
以
上
で

長
建
国
保
加
入
期
間
が
１
年
未
満
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

長
建
国
保
で
は
、
対
象
外
の
方
で
、
今
後
「
特
定
健
診
の
受
診

条
件
」
を
満
た
す
方
々
に
は
随
時
受
診
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

組組合合特特別別
健健診診ののごご案案内内

特定健康診査

＋

胸部エックス線検査

＝

組合特別健診

（受診料は無料）

組合特別健診

○

○

○

○

△

○

△

△

○

特定健診

○

○

○

○

△

○

△

△

人間ドック

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

診 察

脂 質

肝 機 能

代 謝 系

血 液 一 般

尿

心 機 能

眼 底 検 査

呼吸機能（胸部Ｘ線等）

循 環 器 検 査

膵 機 能 検 査

腎 機 能 検 査

腹 部 超 音 波

聴 力 検 査

乳がん・子宮がん（女性）

組合員資格の適用について

『職種』点検強化へ

組合特別健診

４０歳～７４歳

受診医療機関

に直接予約

予約した日

に受診

無 料

県内医療機

関※１

特定健診

４０歳～７４歳

受診医療機関

に直接予約

予約した日

に受診

無 料

県内医療機

関※１

人間ドック

一泊コース４０歳以上

日帰りコース３５歳以上

各支部にて

受付

指定された

日にちに受診

一泊コース１５，０００円

日帰りコース６，０００円

県内１１医療機関※１

対 象 者

申込み方法

受 診 方 法

料 金

（自己負担）

実 施 機 関

人間ドック・特定健診・組合特別健診の比較

※ 年齢が４０歳以上の対象者（組合員・家族）に受診券をお送りしています。（長
建国保加入が１年未満及び、生年月日が昭和１１年３月３１日以前と、昭和４６
年４月１日以降の方は対象外です。但し、生年月日が昭和１０年８月１日か
ら昭和１１年３月３１日の間の方は、生年月日の前日まで受診可能です。）

※１ 実施医療機関については、開始時にお渡しした実施要領に添付の一覧表
をご覧下さい。

平成２１年７月７日現在

長建国保の、特定健
診に胸部Ⅹ線検査を
加えた健診の予約を
お願いします。

健診内容の比較

※ ○は実施、△は医師の判断により実施します。
※ 人間ドックの場合それぞれの項目の実施内容は医療機関により異なること

があります。

毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）７月１５日発行建 設 長 崎第５４１号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�
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中
央
支
部

菊
池
自
慢
の
温
泉
で

心
と
体
の
ケ
ア

う
ま
い
食
事
と
風
呂
で
交
流

２０
年
ぶ
り
の
支
部
旅
行

浦
上
東
支
部

梅
雨
真
っ
只
中
の
蒸
し
暑
い

六
月
二
十
六
日
�
、
中
央
支
部

で
は
毎
年
恒
例
の
支
部
旅
行
を

十
九
名
の
参
加
で
一
泊
二
日
の

旅
程
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

出
発
前
、
金
子
県
議
に
あ
い

さ
つ
を
頂
い
た
後
、
見
送
ら
れ

て
一
路
湯
布
院
へ
。
道
中
は
外

の
悪
天
候
を
物
と
も
せ
ず
に
、

い
つ
も
通
り
お
酒
と
カ
ラ
オ
ケ

で
盛
り
上
が
り
、
予
定
外
の
ト

イ
レ
休
憩
を
何
度
も
挟
み
な
が

ら
あ
っ
と
い
う
間
に
目
的
地
へ

到
着
し
ま
し
た
。

湯
布
院
で
は
、
昼
食
を
と
っ

て
か
ら
自
由
散
策
を
行
い
、
皆

そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
所
へ
行

き
な
が
ら
街
並
み
見
学
と

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ま
れ
て

ま
し
た
。
続
く
見
学
地
の
大
観

峰
で
は
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う

な
強
風
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
、

何
と
か
記
念
写
真
だ
け
は
撮
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル

へ
到
着
後
は
、
菊
池
自
慢
の
温

泉
で
心
と
体
の
ケ
ア
を
行
い
、

回
復
し
た
元
気
で
再
度
宴
会
を

盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

二
日
目
の
朝
は
昨
日
の
テ
ン

シ
ョ
ン
が
嘘
の
よ
う
な

静
け
さ
で
の
出
発
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
回
の

旅
行
の
メ
イ
ン
で
あ
る

熊
本
城
に
着
く
と
、
汗

を
拭
い
な
が
ら
目
を
輝

か
せ
て
熱
心
に
見
学
さ

れ
て
ま
し
た
。
そ
し
て

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
工

場
に
到
着
す
る
こ
ろ
に

は
、
昨
日
の
元
気
が
復

活
し
て
、
見
学
後
の
試

飲
で
程
良
く
喉
を
潤
し
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
昼
食
を
味

わ
っ
て
か
ら
、
無
事
に
長
崎
へ

帰
着
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
雨
の
中

の
長
旅
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
大
賀
）

浦
上
東
支
部

で
は
、
六
月
二

十
日
�
に
「
日

帰
り
旅
行
会
」

を
開
催
。
皆
さ

ん
の
懇
親
と
日

頃
の
疲
れ
を
癒

す
こ
と
を
目
的

に
、
実
に
二
十

年
ぶ
り
の
旅
行

会
で
し
た
。

朝
か
ら
雨
で

気
分
が
乗
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
日

頃
の
行
い
が
良
か
っ
た
の
か
、

雨
も
止
み
、
バ
ス
の
中
で
は

ビ
ー
ル
で
乾
杯
。
皆
さ
ん
の
顔

も
笑
顔
に
変
わ
り
、
ガ
イ
ド
さ

ん
と
談
話
す
る
人
な
ど
、
気
分

も
上
り
調
子
。
造
り
酒
屋
の
試

飲
で
、
も
っ
と
気
分
爽
快
、
バ

ス
の
中
は
笑
い
声
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

武
雄
で
の
食
事
と
温
泉
で
、

今
ま
で
顔
は
知
っ
て
い
る
け
ど

話
も
し
た
こ
と
な
い
人
と
話
が

弾
み
、
ま
さ
に
裸
の
付

き
合
い
。
十
九
名
と
参

加
者
は
少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
最
後
に
バ
ス

を
降
り
る
ま
で
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
事
が

出
来
ま
し
た
。

次
回
の
支
部
旅
行
会

は
「
一
泊
旅
行
」
�
乞

う
ご
期
待
。

（
田
村
俊
明
）

浦
上
西
支
部
主
婦
会
で
は
、

六
月
四
日
〜
五
日
開
催
の
支
部

親
睦
旅
行
の
日
に
、
山
形
主
婦

会
会
長
の
号
令
の
も
と
、「
料

理
教
室
」
と
「
ゴ
キ
ブ
リ
ホ
ウ

酸
ダ
ン
ゴ
作
り
」
を
六
月
十
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
は
松
川
さ

ん
。
準
備
は
山
形
会
長
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
メ
タ
ボ
減

少
を
願
い
つ
つ
ヘ
ル
シ
ー
メ

ニ
ュ
ー
。
芋
入
り
麦
ご
は
ん
、

豆
腐
入
り
ハ
ン
バ
ー
グ
、
じ
ゃ

が
い
も
の
ニ
ョ
ッ
キ
、
春
雨
と

ハ
ム
の
あ
え
も
の
、
エ
ビ
す
り

身
団
子
の
お
吸
い
物
の
五
品
を

作
り
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
桜

餅
作
り
に
も
初
挑
戦
。
あ
ん
こ

は
栗
原
副
会
長
が
作
っ
て
き
た

手
作
り
あ
ん
こ
。
ホ
ン
ト
皆
頼

も
し
い
仲
間
で
す
。

今
回
の
参
加
者
は
七
名
で
し

た
が
、
笑
い
の
中
に
も
、
勉
強

に
も
な
り
、
お
腹
も
い
っ
ぱ

い
！
ゴ
キ
ち
ゃ
ん
の
お
土
産
も

い
っ
ぱ
い
！
賑
や
か
で
と
て
も

楽
し
い
一
日
で
し
た
。

次
は
「
お
正
月
料
理
も
習
い

た
い
ね
」
と
皆
で
話
し
な
が
ら

計
画
を
立
て
て
ま
し
た
。

同
じ
建
設
長
崎
の
仲
間
（
主

婦
会
）
っ
て
良
い
も
ん
で
す
よ
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
！
気
軽
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
道
端
ナ
ミ
子
）

佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐
世世世世世世世世世世世世世
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官官官官官官官官官官官官官
公公公公公公公公公公公公公
需需需需需需需需需需需需需
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台台台台台台台台台台台台台
湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾
研研研研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修修修修
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行行行行行行行行行行行行行

佐
世
保
官
公
需
業
者
会
で
は

見
聞
を
広
げ
る
為
に
、
二

年
に
一
度
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来
日
本

経
済
も
低
迷
し
、
わ
れ
わ
れ
建

設
業
界
も
そ
の
影
響
を
モ
ロ
に

受
け
、
公
共
工
事
を
受
注
し
て

い
る
官
公
需
業
者
会
も
厳
し
い

状
態
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
役
員
会
を

開
き
、
こ
の
様
な
時
だ
か

ら
こ
そ
、
気
持
ち
を
改
め
元
気

に
な
る
為
に
も
「
思
い
切
っ
た

旅
行
を
し
よ
う
」
と
い
う
事
に

な
り
ま
し
た
。
話
が
決
ま
れ
ば

早
い
も
の
、
役
員
会
で
の
思
い

を
全
体
会
議
で
伝
え
賛
同
を
頂

き
、
行
き
先
も
台
湾
と
決
ま
り

ま
し
た
。

い
よ
い
よ
旅
行
当
日
、
総
勢

二
十
五
名
で
の
出
発
。
六

月
十
二
日
早
朝
六
時
五
十
分
、

建
設
長
崎
・
県
北
総
合
会
館
集

合
、
貸
切
バ
ス
に
て
福
岡
空
港

へ
向
け
出
発
。
薄
曇
り
の
中
、

事
務
局
の
豊
村
さ
ん
の
見
送
り

を
受
け
バ
ス
は
動
き
出
し
ま
し

た
。ほ

と
ん
ど
の
方
が
初
め
て
の

台
湾
で
す
。「
ど
ん
な
と

こ
ろ
だ
ろ
う
」
と
期
待
に
胸
躍

ら
せ
、
心
は
す
で
に
台
湾
気
分
、

和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
バ
ス
は

空
港
へ
到
着
。
搭
乗
手
続
き
を

終
え
、
二
時
間
十
五
分
の
空
の

旅
へ
。
そ
し
て
台
北
空
港
へ
到

着
、
台
湾
で
の
一
歩
の
始
ま
り

で
す
。

入
国
手
続
き
の
後
、
ガ
イ
ド

さ
ん
の
案
内
で
専
用
バ
ス

に
乗
り
込
み
ま
し
た
。
空
港
よ

り
市
内
中
心
部
ま
で
一
時
間
程

度
。
最
初
に
行
く
所
は
「
中
正

記
念
堂
」
蒋
介
石
の
メ
モ
リ
ア

ル
ホ
ー
ル
で
し
た
。
中
に
入
る

と
広
い
ホ
ー
ル
の
真
ん
中
に
、

椅
子
に
座
っ
た
蒋
介
石
の
銅
像

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
手
前
の
両

脇
、
台
の
上
に
衛
兵
が
立
っ
て

い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
見
て
い

て
も
微
動
だ
に
し
ま
せ
ん
。「
こ

れ
人
形
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
思

う
ほ
ど
で
し
た
。
し
ば
ら
く
し

て
衛
兵
の
交
代
式
が
始
ま
り
ま

し
た
。
掛
け
声
と
と
も
に
人
形

の
兵
隊
も
動
き
ま
す
。「
あ
〜
ぁ
、

や
っ
ぱ
り
人
間
だ
っ
た
」
と
納

得
す
る
と
同
時
に
、「
一
時
間

も
同
じ
姿
勢
で
立
っ
た
ま
ま

だ
っ
た
の
に
、
ま
ぁ
良
く
も
何

事
も
な
く
動
け
る
も
の
だ
」
と

感
心
し
ま
し
た
。
交
代
式
が
終

わ
り
そ
の
場
を
離
れ
な
が
ら
、

「
今
の
日
本
に
は
こ
の
よ
う
な

精
神
力
と
統
率
力
は
全
く
な
い

な
ぁ
」
と
の

思
い
が
訪
れ

て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、

軽
食
を

取
る
た
め
茶

屋
へ
、
そ
こ

で
ひ
と
し
き

り
飲
ん
だ
り

食
っ
た
り
し
、

ホ
テ
ル
へ
移

動
。総

会
を
開

会
し
、

宮
野
議
長
の

も
と
、
議
事
も
ス
ム
ー
ズ
に
進

行
し
無
事
終
了
。
そ
の
後
夕
食

へ
。今

回
の
旅
行
に
は
奥
さ
ん
や

娘
さ
ん
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
女
性
は
や
は
り
「
健
康
・

美
」
に
対
し
て
関
心
が
あ
る
よ

う
で
す
。
食
事
の
後
で
向
う
と

こ
ろ
は
台
湾
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
。

二
十
名
く
ら
い
が
行
き
ま
し
た
。

着
い
て
み
る
と
人
で
ご
っ
た
返

し
、
数
名
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ

ー
ル
で
の
施
術
で
し
た
。
本
当

に
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

さ
て
、
女
性
は
と
見
る
と

「
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
美
顔
」。

二
時
間
後
出
て
き
た
女
性
陣
は

「
ど
お
？

き
れ
い
に
な
っ
た

で
し
ょ
う
」
と
の
言
葉
が
出
て

い
ま
し
た
。
満
足
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
ホ
テ
ル
に
戻
り
一
日

目
は
無
事
終
了
で
す
。

二
日
目
は
「
千
と
千
尋
の
神

隠
し
」
の
舞
台
と
な
っ
た

九
扮
行
き
で
す
。
一
八
九
〇
年

代
に
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸

い
た
街
で
、
ノ
ス
ト
ラ
ジ
ッ
ク

な
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
残
念
な
こ
と
に
雨
だ
っ
た

の
で
、
街
か
ら
の
遠
景
は
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
台
湾
は
観
光

に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
す
。
ガ
イ
ド
さ
ん
も

国
か
ら
の
許
可
を
得
た
人
み
た

い
で
す
。
国
、
免
税
店
、
観
光

業
者
、
ガ
イ

ド
、
観
光
地

が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
な

か
で
動
い
て

い
る
の
で
は

な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。

三
日
目
、

旅
行
最

終
日
で
す
。

「
決
め
ら
れ

た
コ
ー
ス
だ

け
で
は
面
白

く
な
い
。
現

地
の
様
子
を
知
る
た
め
に
朝
市

に
行
こ
う
」
と
朝
早
く
、
四
人

組
が
市
場
へ
と
向
か
い
ま
す
。

あ
い
に
く
月
曜
日
が
市
場
は
休

み
。
そ
れ
で
も
空
い
て
い
る
店

を
見
つ
け
な
が
ら
見
て
歩
き
ま

す
。
途
中
、
店
の
叔
母
さ
ん
が

日
本
語
で
挨
拶
し
話
か
け
て
き

ま
し
た
。
年
配
の
人
は
日
本
語

が
話
せ
る
ん
だ
と
、
昔
日
本
が

統
治
し
て
い
た
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

ホ
テ
ル
を
九
時
出
発
、
世
界

四
大
博
物
館
の
一
つ
「
故

宮
博
物
館
」
観
光
で
す
。
壮
大

な
建
物
の
中
に
珍
し
い
秘
宝
が

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
見
学
者

も
自
分
の
価
値
観
で
そ
れ
ら
を

見
て
回
っ
て
い
る
の
か
、
た
だ

ガ
イ
ド
の
案
内
に
そ
っ
て
見
て

い
る
の
か
、
様
々
な
の
だ
ろ
う

な
と
思
い
な
が
ら
展
示
物
と
見

学
者
を
私
は
見
て
い
ま
し
た
。

「
希
少
価
値
の
秘
宝
で
も
、
今

の
私
に
は
猫
に
小
判
か
な
」
と
、

た
だ
物
珍
ら
し
さ
の
見
学
で
し

た
。
そ
の
後
、「
忠
烈
祠
」
此

処
は
英
霊
を
祀
る
場
で
、
其
処

を
守
る
衛
兵
が
ま
た
「
中
正
記

念
堂
」
の
衛
兵
と
同
じ
く
微
動

だ
に
し
ま
せ
ん
。
交
代
式
は
圧

巻
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

雨
の
せ
い
か
傘
を
か
ざ
さ
れ
略

式
と
さ
れ
た
み
た
い
で
し
た
。

観
光
は
こ
れ
で
終
わ
り
、
次
に

お
土
産
の
為
に
再
び
免
税
店
へ
。

こ
こ
で
は
皆
さ
ん
が
お
土
産
を

物
色
、
家
族
や
従
業
員
へ
と

次
々
に
買
い
求
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
一
時
間
ほ
ど
の
後
、
昼

食
の
た
め
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
。
台

湾
で
の
最
後
の
食
事
、「
飲
茶

料
理
」
は
皆
の
口
に
合
う
の
か
、

「
最
後
の
食
事
が
一
番
よ
か
ご

た
っ
た
ね
」
と
の
声
も
し
て
い

ま
し
た
。
腹
ご
し
ら
え
も
終

わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
名
残
惜
し

く
も
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

以
上
で
三
日
間
の
台
湾
研
修

旅
行
は
終
了
。
今
回
の
旅

行
で
は
、「
勃
興
し
よ
う
と
す

る
新
興
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高

ま
り
、
精
神
力
の
強
さ
、
国
の

方
向
性
を
定
め
た
統
率
力
」
を

感
じ
ま
し
た
。
高
度
成
長
期
の

日
本
に
見
ら
れ
た
「
ひ
た
む
き

さ
、
意
志
力
、
向
上
心
」
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
衰
退
と
と
も

に
、
自
己
満
足
に
陥
っ
て
い
る

意
識
の
現
状
を
感
じ
、
現
在
の

日
本
は
世
界
の
地
殻
変
動
に
つ

い
て
い
け
る
の
か
と
の
危
惧
も

感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
で
は
、「
自
分

と
世
界
、
日
本
と
世
界
」

を
対
比
し
て
見
る
の
に
役
立
つ

と
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
疲

れ
さ
ま
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
西
野

勉
）
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